
（別紙３）

～ 令和7年1月31日

（対象者数） 12 （回答者数） 6

～ 令和7年1月31日

（対象者数） 22 （回答者数） 22

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1 個別性を重視し、より発達に応じた療育を提供します。

2

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1
今後、余熱利用施設の建設に伴い、事業実施の場所も検討し

ます。

2

3

○事業所名  成田市こども発達支援センター

○保護者評価実施期間 令和6年12月3日

○保護者評価有効回答数

令和6年12月3日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 令和7年3月4日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

プールが狭いので利用できる人数には制限が必要です。

設計当初に想定していた就学前のお子様だけではなく、代替え

施設が無いことから就学後の利用希望者にも利用拡大したこと

で、お子様の成長に伴い、必要なスペースの確保が困難である

ことや、設備の老朽化も考えらます。

温水プールでの、小集団での水療育の提供を実施しておりま

す。

水療育を通じ、水に親しみ浮力、水圧を用いながら、協調性、

体力、社会性の向上を図っております。

事業所における自己評価総括表公表


